
「仲間と協力し、生徒が主体的に取り組める修学旅行を目指して」

愛知県名古屋市立南陽中学校

Ⅰ はじめに ～名古屋市立南陽中学校の概要～

１ 学校の沿革

（ ） 。 （ ）１９４７ 昭和２２ 年に海部郡南陽村立南陽中学校として創立 翌１９４８ 昭和２３

年には校舎を移築した。その後、１９４９（昭和２４）年の海部郡南陽町立南陽中学校への

校名変更を経て、南陽町の名古屋市編入に伴い、１９５５（昭和３０）年に名古屋市立南陽

中学校となった。

１９６９（昭和４４）年に体育館兼講堂が竣工、翌１９７０（昭和４５）年にプールが竣

工、１９８１（昭和５６）年の中校舎竣工を経て現在に至っている。

２ 学校の現況

開校６２年目を迎え、現在の学級数は２０学級（特別支援学級１を含む）である。生徒数は

男子３４６名、女子３５９名の計７０５名である。

３ 教育目標

校訓を基盤に、心身共に健全で礼儀正しく、社会に貢献できる生徒を育成する。

校訓 教育目標

・ 自己の責任を自覚し、自主的に喜んで働く人間の育成を勤 勉

図る。

・ 正しい礼儀を身に付け、互いの立場を尊重して協力しあ礼 儀

う人間の育成を図る。

・ 人間の尊さを自覚し、責任のある行動の取れる民主的な責 任

人間の育成を図る。

４ 本年度の学校努力目標

「自己のよさを発揮し、よりよく問題を解決できる生徒の育成

～望ましい生活習慣の確立と学習の基礎・基本の習得を目指して～」

・ 生徒に学校生活に必要な生活習慣を確立させ、学習面の基礎・基本を定着させる。さら

に、個々の良さを発揮し、認め合う活動を増やすことにより、生徒は自信を深めることが

でき、自ら進んで活動できる力（生きる力）が育成できる。

・ 生徒一人一人にとって分かる授業、楽しい授業を目指し、個に応じた学習を進めること

に重点をおき、指導法の工夫に取り組んでいる。また、生徒一人一人の良さを校内に限ら

ず、校外でも、様々な場面を設定する中で自覚させ、生徒一人一人の良さを伸ばすことを

目標として教育活動を展開している。
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５ 本校の修学旅行

平成１９年度より関東方面への修学旅行となっている。

Ⅱ ２００９年度の実践

１ ３年間を見通した修学旅行の位置づけ

本学年の「総合的な学習の時間」の流れ

生きる力を育てるために

「生きる」 あなたと私と地球が生きるために

体験 探求

１
年

２
年

３
年

環境学習

地球環境のことに目を向け 「環境」をテーマとした、調べ学習をする。調べた内、

容をレポートにまとめ、教室に張り出すことで知識を定着させ、他の環境問題につい

ても考えることができるようにする。また、企業を訪問し、環境に対する取り組みに

ついてインタビューする。

職場体験

職業について興味も持つために、身近な人へのインタビューからスタートした。職

業についてのインタビューを新聞形式の記事にすることで、興味をもちやすくする。

また、職場体験を通じて、働くことの大変さと大切さを知るとともに、社会の仕組み

を知る。

社会規範・国際理解

自ら計画し、実行する力を育てる。修学旅行におけるルールを決めたり、班活動で

の学習内容を決めたりすることによって、主体的な力を身につける。

また 「生きることの幸せ」をテーマに、日本や日本以外の国の現状について学習、

することで、国際社会で生きる自分たちについて知る。

生きる力の育成
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本学年では、総合的な学習の目標を「生きる」として、次のような目標を考えた。

○ 自分の生きる道について考えるとともに、環境や社会のなかで「生きている」というこ

とを実感し、よりよい生き方を考えること。

○ 自ら考え、話し合うことで、主体的に判断し、問題解決する能力を育てることで 「生、

きる力」を養うこと。

そして、各学年のテーマとして、以下を設定した。

～わたしとあなたが生きるために～１学年＝

現在甚大な被害を引き起こしている大規模な自然災害の原因や今後の動向を学

び、問題解決の糸口を考える。

～わたしとあなたが２学年＝

社会で生きるために～

身近な職業調べや、職場体験学習を通して自分の生き方について考えることが

できるようにする。

～わたしの生き方を見つけるために～３学年＝

自分でよりよい計画を立て、主体的に物事に取り組めるようにするとともに、

国際社会で生きる自分を確認する。

こうしたテーマのもと、体験学習を中心とした活動の中で、自分で考え、企画・運営をする

ことで生きる力を育てる活動をしようと考えている。

修学旅行については、自分たちでテーマを考え、この行事を通してどのように成長できるか

話し合う場としてとらえている。リーダーが必要なルールを決めたり、各実行委員が、活動内

容を考えたりすることを通して、よりよい修学旅行にするために一丸となって活動できる。班

別活動では、学習テーマを設定し、修学旅行後にクラスの生徒に向けて発表することで、学習

内容を広く周知することができる。

２ 修学旅行のねらい

・ 自分たちで話し合って企画を立たり、運営したりすることで、よりよい修学旅行になるよ

うに協力できる。

・ 日常生活では味わうことのできない体験や人々との交流を通して、見聞を広め、自然や文

化などに親しむ。

・ ルールある集団生活を通して、集団の中での自己のあり方や公衆道徳などについての望ま

しい態度を育てる。

・ 学年、学級の仲間との和を深め、中学校生活の思い出づくりをする。
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３ 計画立案に当たっての基本的な考え方（学年会より）

(1) 修学旅行での体験を通して、学校生活では経験できないようなものの見方や考え方に触れ

させる。

(2) リーダーが中心となって、中学生としてのルールやテーマを決め、望ましい集団生活のあ

り方を考えさせる。

(3) 各場面における活動で実行委員を募集し、自分の適性に合った場面で個性に応じた創造力

を発揮し、主体的な企画を立てさせる。

、 、(4) 分散学習の発表に向けて 各班ごとの係の仕事を班員と協力しながらこなすことによって

責任感を育てる。

４ 日程について

１日目〈６月９日・火〉

名古屋駅集合 名古屋→ （新幹線 のぞみ２１８号） → 東京 →

8:30 9:38 11:20 12:00

《東京都内分散学習》→ 《東京ディズニーリゾート：班別研修》 → （徒歩）

15:30 夕食 21:00

→ ホテルオークラ東京ベイ（泊）

21:15

〈 〉２日目 ６月１０日・水

ホテルオークラ東京ベイ → （バス） → 《国会議事堂》 → （バス） →

8:10 9:00 10:30 11:00

《浅草：班別研修》 → （水上バス） → 日の出桟橋駅 → （バス：バスレク含）

昼食 13:00 14:10 14:20

→ 伊豆ペンション（クラス男女別分宿）

17:30

〈 〉３日目 ６月１１日・木

伊豆ペンション → （バス） → 《旅の駅 ぐらんぱるぽーと》 → (バス)

7:30 8:15 8:45

→ 《伊豆高原体験学習：希望別》 → （バス） → 《伊豆シャボテン公園》

9:00 11:00 12:00 昼食 12:45

→ （バス：バスレク含） → 学校

13:00 17:45
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５ ねらいを実現させるための具体的な取り組み

(1) 学年議会・実行委員会の取り組み

(2) 学年議会の取り組み

各クラスの代表者（議員）で構成される学年議会で、修学旅行の中心的な内容を決める。

代表者がスローガンやルールを決めることで、集団生活で守るべき内容を生徒自身が把握

しやすくなると考えた。

① スローガン作り

修学旅行のねらいをわかりやすく示すものとして、スローガンを決めることにした。そ

の際に、学年の生徒に修学旅行のねらいを周知し、スローガンを募集することとした。そ

れによって、ねらいの内容を浸透させることができ、自分たちで決めたスローガンに向か

自治

活動
学年議会

スローガンの募集・決定

ルール（服装・お小遣い等）の決定・周知

主体的な
活動

実行委員会

しおり作成実行委員

東京分散実行委員

ディズニーランド実行委員

バスレク実行委員

協力する
活動

班別学習

東京分散見学地決め

分散地見学・学習

まとめ作り・発表
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って協力できるようにした。選ばれたスローガンは、次のものである。

２００９修学旅行スローガン

笑時間～Ｓｈｏｗ Ｔｉｍｅ～

３年６組 Ｈさん作

このスローガンには、みんなで協力して修学旅行を過ごすことで、楽しい時間を共有するこ

とができる。みんなで笑って、一生の思い出になるような「Ｓｈｏｗ Ｔｉｍｅ」になるよう

にという気持ちが込められている。

このスローガンは、学年の廊下にポスターを作って掲示された。また、学年集会で作成者を

表彰した。

② ルール作り

望ましい集団生活を送る上で、修学旅行にふさわしいルールを決めた。このルールを学年集

会で周知し、徹底を求めた。

こづかい

、 （ ） 、 、 。おこづかいは おみやげ代や三日目 浅草 での昼食代を含め １０ ０００円までとする

各自、当日までに予算を立てて、保護者に相談しておく。また、これ以外に東京分散時の交通

費を別途持参するのは許可する。

服 装

○ 私服

【初日・二日目】

国会議事堂や分散学習での見学を考慮して、中学生としてふさわしい服装を心がける。

【三日目】

体験学習を考慮し、動きやすく派手でないものとする。

※ 肌の露出の多いもの、ダメージジーンズ、丈の短いズボン、スカートは認めない。

靴下やズボンは、くるぶしがかくれるものとする。

※ アクセサリーなどの装飾品は付けない。

○ 防寒具

肌寒いときに羽織れるもの。

○ 靴

通学用の靴または、履き慣れた運動靴
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持ちもの

○ 必ず持っていくもの

【初日の持ち物 （学校で認められたナップサック、または両手が空くカバンに入れる）】

・しおり ・筆記用具 ・雨具（折りたたみ傘、カッパ。両方ある方が望ましい）

・初日の弁当（捨てられる容器にする） ・ハンカチ、ティッシュ

・水筒（ビン、カン、ペットボトル不可） ・現金（財布に連絡先などを書いておく）

・生徒手帳 ・三日目の体験学習での持ち物 ・マスク

【事前に学校から送るもの （大きいカバン一つにつめる）】

・着替え（下着、靴下、二日目と三日目の服） ・ビニール袋（３、４枚）

・就寝時の服（人前に出られるもの。体操服、学校指定のジャージはＯＫ）

・洗面用具（歯ブラシ、タオル２～３枚、タオル、バスタオル）

○ 持ってきてもよいもの（初日に必要なものは、初日の持ち物に入れておく）

・常備薬（事前に指定の用紙に記入し、申請したもののみ） ・日焼け止め

・時計、カメラ(個人の責任で管理できる、安価なもの)

・間食（１、０００円以内。ビン、カン、ガムは持ってこない）

・レクリエーション用具（トランプ、ＵＮＯなど、みんなで遊べるもの）

・帽子（サンバイザーは不可）

上記のことに関して、あらかじめプリントで周知するとともに、服装のあいまいな規定（派

手でないもの・中学生らしいもの）に関しては、学年集会で学年議会主催の寸劇で実際にＯＫ

の服装と、認められない服装を示すことで、見解の統一を図った。

(3) 各実行委員の取り組み

修学旅行では、普段の生活と大きく異なるため、事前の準備が必要である。しかし、その準

備は多岐にわたっている。そこで、実行委員を募り、自分の得意な分野で活躍し、自らの手で

修学旅行を組み立てる意識を育てようと考えた。

① 東京分散実行委員

分散学習では、自分たちが考えたテーマに沿って目的地を考え、そこで学習した内容を模

造紙やレポート用紙にまとめ、発表するという活動を予定していた。しかし、東京は本校の

生徒にとっては見知らぬ土地であり、どんな場所があり、何を学べるのかを知っている生徒

はとても少ない。

そこで、東京分散実行委員が、東京での見学地について調べ、それを冊子にして分散学習

地を設定するためのモデルを示すことにした。インターネットや情報誌を用いて、色々なジ

ャンルごとに候補地を選定した。中学生が興味を引きやすく、学習する場としても適当な見

学場所となるよう、検討を重ねた。
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・東京分散見学場所候補地一覧

番号 分散候補地 番号 分散候補地

１ 逓信総合博物館ていぱーく ３４ 聖徳記念絵画館

２ ブリヂストン美術館 ３５ 東京都江戸東京博物館

３ 相田みつを美術館 ３６ 相撲博物館

４ アド・ミュージアム東京 ３７ 東京タワー

５ 上野動物園 ３８ 東京タワー水族館

６ 上野の森美術館 ３９ トリックアートギャラリー

７ 東京国立博物館 ４０ 蝋人形館

８ 東京国立美術館 ４１ ギネス世界記録博物館

９ 国立科学博物館 ４２ 国立博物館付属自然教育園

１０ 下町風俗資料館 ４３ 東京都庭園美術館

１１ 国立西洋美術館 ４４ 松岡美術館

１２ 東京都美術館 ４５ 目黒寄生虫館

１３ 旧東京音楽学校奏楽堂 ４６ 東京都水の科学館

１４ 一葉記念館 ４７ ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｾﾝﾀｰ東京ﾘｽｰﾋﾟｱ

１５ 第五福竜丸展示館 ４８ 虹の下水道管

１６ 葛西臨海水族館 ４９ 船の科学館

１７ 野球体育博物館 ５０ 外務省外交史料館

１８ がすてなーに ガスの科学館 ５１ 森美術館

１９ 秩父宮記念スポーツ博物館 図書館 ５２ 電力館

２０ 警察博物館 ５３ ＴＥＰＩＡプラザ

２１ ＩＮＡＸギャラリー ５４ たばこと塩の博物館

２２ 出光美術館 ５５ ＮＨＫスタジオパーク

２３ 明治大学博物館 ５６ 明治神宮（宝物殿）

２４ 東京都現代美術館 ５７ 損保ジャパン東郷青児美術館

２５ 地下鉄博物館 ５８ 文化学園服飾博物館

２６ 科学技術館 ５９ 古代オリエント博物館

２７ 日本銀行金融研究所貨幣資料館 ６０ ﾄﾖﾀｵｰﾄｻﾛﾝｱﾑﾗｯｸｽ東京

２８ 大倉集古館 ６１ 消防博物館

２９ ＮＨＫ放送博物館 ６２ 泉岳寺

３０ お札と切手の博物館 ６３ 国立新美術館

３１ 昭和館 ６４ ＮＴＴｲﾝﾀｰｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

３２ 印刷博物館 ６５ 新宿歴史博物館

３３ 東京水道歴史館
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② しおり作成実行委員

修学旅行に生徒一人一人が持参する「しおり」を、生徒の

手で作るように組織された。しおりは、持ち物や日程などが

記載されており、修学旅行の準備段階から当日の様々な場面

で手に取ることになる。修学旅行の生活を送る上で、重要な

役割を果たすはずのしおりであるため、愛着を持ってほしい

と考えた。そのため、生徒の手作りを重視し、多くのページ

を手書きで作成した。

また、表紙絵やカット絵を募集し、優秀作品を表彰することで、学年全員が関わることがで

きるしおりを目指した。

③ ディズニーランド実行委員

修学旅行１日目に訪れる東京ディズニーランドは、多くの生徒が楽しみにしている場所であ

る。ここでの体験は、修学旅行のねらいの一つである「学年・学級の仲間との和を深め、中学

校生活の思い出づくりをする 」ための、大きな役割を果たしてくれるはずである。。

また、修学旅行といえば、ディズニーランドが浮かぶほどのネームバリューをもっているた

め、事前活動での雰囲気を高

めるのに最も適していると考

えた。

まず、ディズニーランド実

行委員は、ディズニーランド

を紹介する壁新聞を作成し

て、修学旅行に向けての雰囲

東京分散学習実行

委員がまとめた、分

散候補地の資料。

絵を用いてわかり

やすく書いたり、生

徒が興味を引きやす

いような内容にする

など、中学生の視点

でわかりやすく紹介

することを心がけて

いる。

【しおり作成の様子】

【壁新聞を眺める生徒】 【実行委員が作った壁新聞】
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気を大いに盛り上げた。

そして、ディズニーランドをめぐるモデルコースをつくり、当日の行程で時間を無駄なく

使えるように工夫した。

④ バスレク実行委員

今年の修学旅行の日程は、

バスでの移動時間が長い。バ

スの中での移動時間を、楽し

めるものにするために、バス

レク実行委員を立ち上げた。

バスの車内 では、シートベ

ルトの着用が義務づけられて

いるために、できることが限られている。その中でも、生徒が楽しめるものにするために、

各クラスの特長を生かしたバスレクにするように検討した。基本的にはクラスごとに企画を

立てたが、実行委員同士で情報を共有し合って、共通のバスレクを作ったり、自分のクラス

の特性に合うように改善したりした。また、修学旅行前には、実行委員全員がリハーサルを

して、当日に向けての課題を話し合い、改善すべき点を指摘し合うことで、質の高いバスレ

クを行えるように工夫した。

(4) 修学旅行説明会での取り組み

修学旅行に先立って、５月１２日に修学旅行説明会を行った。例年では、修学旅行の概要に

ついて、教師が保護者に向けて説明するだけにとどまっていた。しかし、今年は生徒が中心と

なって決めたことを発表する場としても利用した。

① 服装についての規定の説明（学年議会より）

修学旅行における服装は、本校では「私服」を認めることとした。ただ 「中学生らしい、

服装」や「体験にふさわしい服装」というあいまいな表記のため、どういった服装が許可

され、どんな服装が不適切なのか、はっきり伝える必要がある。そこで、その服装の基準

を保護者も出席する修学旅行説明会で「ファッションショー ・ クイズ」形式で、実際に」「

例を挙げて説明することにした。

【バス内での注意を確認】 【バスレクの検討をする生徒】

【生徒主催のファッションショー】 【正しい服装はどちらか？クイズ】
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「この服装は、ズボンの丈が足りないため、不可です 」などと、実際に服装を着て、具。

体的に認められないポイントを伝えることによって、生徒も保護者も共通理解を深めること

ができ、当日の服装違反者を減らすことができた。

② しおり表紙絵の表彰（しおり実行委員会より）

しおりの表紙絵は、全学年から募

集し、しおり実行委員が審査をして

最優秀作品を選んで完成した。その

表彰式を修学旅行説明会ですること

で、普段の学年集会よりも厳粛な雰

囲気で行うことができた。

(５) 分散学習の計画作成

① 班編制

班編制は、分散学習実行委員の案と学年全体の意見を総合して決めた。その結果、男女混

合での各クラス６班の６～７人での編制とした。クラスの代表であり、学年議会に出席する

議員は、同じ班にならないように工夫するように要請した。班の中の係とその役割について

は、以下の通り。

係名 事前の役割 当日の役割 事後の役割

班長 ・班活動の中心となって意 ・班活動の中心となり、行 ・まとめ活動の中心とな

（１名） 見をまとめたり、必要な 動面や生活面での班の管 り、スピーチ原稿や冊

書類に記入したりする。 理を行う。 子原稿の確認をする。

・分散学習のテーマを決め

る話合いの中心となる。

副班長 ・班長の補佐をして、班活 ・班に配付された資料をも ・まとめ活動で使う写真

（１名） 動の中心的な役割をする とに、班活動での中心と の選定を行う。。

・班に配付された資料の管 してに役割を果たす。

理をする。

準備 ・分散学習においての移動 ・タイムテーブルに沿った ・まとめ活動のスピーチ

（２名） 手段の確認をする。 行動をするよう、経路や 原稿を作成する。

・分散計画に沿ったタイム 時間を確認する。

テーブルを作る。

学習 ・分散学習のテーマに沿っ ・分散学習のまとめに必要 ・まとめ活動の冊子原稿

（２～３ た学習内容を決める。 な資料を探す。 を作成する。

名） ・分散学習に必要な資料集 ・まとめで使う写真撮影を

めをする。 する。

【しおり絵表彰の様子】
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② タイムテーブルの作成

東京分散学習のタイムテーブル

の作成は、各クラスで班ごとに分

かれて行った。前ページの役割分

担に合わせて仕事が割り振られ、

一人一人が手分けしてタイムテー

ブルの作成をした。

まず、見学地を班全員が相談し

て決めた。修学旅行後にクラスの

人たちを前に発表することがあら

かじめ決まっていたので、自分た

ちが興味のあるものかつ、発表に適

しているものを選ぶために、真剣に

資料を調べたり話し合ったりする姿

。 、が見られた 見学地を決める際には

どのような点を重点的に調べるのか

明らかにすることも重視し、その見

学地を訪れるテーマを考えた。男女

で意見の相違がうまれることもあ

り、なかなかまとまらない班もあっ

たが、班長が中心となって、話し合

いを深めることによって、班として

どのような発表をしたいのか真剣に

、 。考え 意見をまとめることができた

見学地が決まったあと、見学地ま

での行き方を調べ、どのようなルー

トで向かうと効率よく回れるのか考

えながらタイムテーブルの作成を行

った。ほとんどの生徒は東京の町を

歩いたことがなく、班員全員が安全

に移動、見学ができるように手持ち

の資料で調べたり、インターネット

を用いて最新の情報を確認したりし

てタイムテーブルを完成させること

ができた。

【東京分散のタイムテーブルを作ろう！！】

【東京分散タイムテーブル】

【見学地の選定と、そのテーマ】
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【班別学習見学地の一覧】

組 班 見学地（見学時間） 組 班 見学地（見学時間）

１ １ 東京タワー展望台(12:10～12:50) ４ １ 上野動物園(12:10～13:10)

東京タワー水族館(13:00～14:20) 上野公園(13:20～14:20)

１ ２ 上野動物園(12:10～14:20) ４ ２ ギネス世界記録博物館(12:10～13:00)

東京タワー水族館(13:10～14:30)

１ ３ 上野動物園(12:10～13:10) ４ ３ ＮＨＫスタジオパーク(12:20～13:20)

野球体育博物館(13:50～14:30) ルミネ(13:40～14:40)

１ ４ 東京タワー展望台(12:20～13:00) ４ ４ 東京タワー水族館(12:20～13:10)

国立科学博物館(13:30～14:20) 竹下通り(13:40～14:20)

１ ５ 東京タワ－展望台(12:10～13:10) ４ ５ 上野動物園(12:10～13:10)

ギネス博物館（13:10～14:20） 国立科学博物館(13:30～14:20)

１ ６ ギネス世界記録博物館(12:20～12:50) ４ ６ 電力館(12:10～13:20)

渋谷(13:20～14:20) 渋谷(13:30～14:20)

２ １ 竹下通り(12:10～13:30) ５ １ 野球体育博物館(12:10～12:40)

野球体育博物館(14:00～14:30) 竹下通り(13:10～14:20)

２ ２ 葛西臨海公園水族館(12:10～15:00) ５ ２ 野球体育博物館(12:10～12:40)

竹下通り(13:10～14:20)

２ ３ 上野動物園(12:10～13:10) ５ ３ ＮＨＫスタジオパーク(12:30～13:30)

国立科学博物館(13:40～14:40) スタジオアルタ(13:50～14:30)

２ ４ 東京タワー展望台(12:20～13:00) ５ ４ 上野動物園(12:10～12:40)

ギネス世界記録博物館(13:10～14:10) 浅草(13:00～14:30)

２ ５ ギネス世界記録博物館(12:10～13:10) ５ ５ 上野動物園(12:10～13:20)

上野公園(13:30～14:30)

２ ６ 上野の森美術館(12:10～14:20) ５ ６ ＮＨＫスタジオパーク(12:10～12:40)

竹下通り(13:00～14:10)

３ １ 上野動物園(12:10～13:00) ６ １ ギネス世界記録博物館(12:10～12:40)

上野公園(13:10～14:30) 渋谷(13:10～14:20)

３ ２ 東京タワー展望台(12:20～13:10) ６ ２ 東京タワー展望台(12:10～13:00)

ギネス世界記録博物館(13:20～14:30) ギネス世界記録博物館13:10～14:20

３ ３ ギネス世界記録博物館(12:15～13:10) ６ ３ 科学技術館(12:10～13:00)

ＮＨＫスタジオパーク(13:55～14:20) 竹下通り(13:20～14:20)

３ ４ ギネス世界記録博物館(12:10～13:10) ６ ４ ギネス世界記録博物館(12:10～13:00)

フジテレビ(14:10～14:40) 竹下通り(13:30～13:00)

３ ５ 東京タワー展望台(12:10～13:20) ６ ５ ＮＨＫスタジオパーク(12:20～13:10)

フジテレビ(13:50～14:40) 竹下通り(13:30～14:20)

３ ６ 上野動物園(12:20～14:30) ６ ６ 上野動物園(12:10～12;50)

竹下通り(13:20～14:20)
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６ 当日の取り組み、事後の活動の様子

(1) 当日の動き

〈１日目〉

① 出発式

前日のオリエンテーションの成果もあり、忘れ物をした生徒や遅刻者はいなかった。名

古屋駅での出発式も、静かに行うことができた。

② 新幹線乗車

新幹線の停車時間は非常に短かったが、整列指導の成

、 。果が出て 全員で協力して素早く乗り込むことができた

③ 新幹線内

新幹線では、級友と楽しく話をしたりカードゲームを

したりして、親ぼくを深めることができた。昼食も車内

、 、でとり 出たゴミに関しては班員立ちで協力してまとめ

きれいな車内を保つことができた。東京駅が近づくと降

車準備を自発的に始め、忘れ物や遅れる者もなく、無事下車することができた。

④ 東京分散

分散班に分かれて、学習テーマに沿って分散学習を行った。タイムテーブルをあらかじ

め綿密に立てていたことから、どの班も予定通りに回ることができていた。また、係の仕

事を全うしようと努める生徒も多く、滞りなく分散学習を終えることができた。

※【生徒作文】 班での役割について

※【生徒作文】 分散見学地での様子

【東京駅での集合の様子】

【上野動物園に行こう！！】

私はとても不安でした。やるといったものの、

初日は班長の仕事が多かったからです。自分でも

「大丈夫かな」と思っていました。でも、みんな

も協力してくれて一日を無事に終えることができ

ました。班のみんなにしたら頼りない班長だった

と思いますが、おかげで２日目３日目も仲良く過

ごすことができ、うれしかったし、いい思い出に

なりました。この３日間で絆を深めることができ

たと思います。

東京分散で水族館を訪れました。そこで、たく

さんの中型の魚と泳ぐサメの水槽を見ました。ぼ

くはこれらの魚が食べられないか心配でした。で

も、一緒に行った友人がこのようにした方が中型

の魚の緊張感が増して普段よりも長生きすると教

えてくれました。みんなと一緒に分散学習をする

ことで、一人で行くだけでは味わえない楽しさを

知ることができました。

【新幹線内でくつろぐ生徒】
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※【生徒作文】 分散で学んだこと

⑤ ディズニーランド

ディズニーランドは、クラスの単位を取り払って、生徒同士で自由な班を組み、会場内を回

った。ディズニーランド実行委員が、作成した資料を事前にみて雰囲気を高め、見学する順序

、 。をあらかじめ考えてきたこともあって どの生徒もスムーズにアトラクションをめぐっていた

集合の場所は暗く、わかりにくい場所であったにもかかわらず、ほとんどの生徒が遅れること

なく集まることができた。この見学地での目標「修学旅行を楽しむ」という目標を十分に達成

するとともに、担当の実行委員への感謝の気持ちを抱いていたようである。

※【生徒作文】 ディズニーランド実行委員より

⑥ ホテル

２～３人部屋に分かれて、洋室での宿泊となっ

た。ディズニーランドの移動からすぐに就寝時間

となったが、入浴や就寝準備を手早くすませ、大

きな混乱もなく過ごすことができた。ホテル側も

修学旅行生に慣れており、宿泊客とのトラブルも

なかった。翌朝にはバイキング形式の食事という

こともあり、級友と和やかに仲良く過ごせていた

ようである。

【見学地に向かう生徒】

私は修学旅行実行委員としてディズニーランドに

ついて色々調べました。その中で担当したのは「食

べ歩き」についてです。全部のショップやレストラ

ンの中から「これならみんなが行きたいだろう」と

思う場所をセレクトして、マップを作って掲示しま

した。とても大変な作業でしたが、いいものを作る

ためにみんなで協力しました。

当日、一緒に回った友だちから 「いいお店だっ、

たね」と言われて、うれしかったです。

【ホテルでの食事の様子】

【ディズニーランドの様子】

子どもだけで行動することはもちろん、今回が

初めてなので、迷子になってしまうことがとても

不安でした。しかし、いざ分散となると、みんな

で協力して目的地まで到着し、時間通りに舞浜に

行くことができました。ぼくはみんなで協力すれ

ば、大変なことでも乗り越えられるということを

実感しました。
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〈２日目〉

① 国会議事堂見学

新型インフルエンザの影響もあり、事前にマスクを配布しての見学であったが、大きな混

乱もなく、無事見学を終えることができた。社会の授業やテレビの番組でしか見たことのな

い国会の内部を初めて見学し、その大きさや厳かな雰囲気に圧倒された生徒も多く、見学す

る価値のある場所であった。

また、修学旅行前のけがが悪化し、車いすの必要な生徒もいたが、国会内で貸してもらい

無事見学を済ませることができた。

② 浅草見学

ディズニーランドを回った班と同じメンバー

での見学とした。この場所では、昼食も兼ねて

いるので、仲見世通りの店に入って、各自で思

い思いの昼食を取り、いい体験ができたようで

ある。前日のディスニーランドとは違った雰囲

気を味わえ、おみやげを購入したり、浅草寺等

を見学したりして、前日以上に級友との親ぼく

を深めることができた。

③ 水上バスでの移動

伊豆への移動を前に、水上バスでの川下りを

体験した。貸し切りの水上バスということもあ

、 。り 終始和やかな雰囲気で過ごすことができた

甲板に立って、友人たちを楽しく会話したり、

川岸の景色を十分に楽しんだりと、なかなか味

わえない体験を堪能することができた。

④ ペンションでの分宿

、 。東京から伊豆までは バスでの移動となった

バス内では、バスレクや添乗員の方のお話など

で盛り上がった。

伊豆では、各クラスで男女が分かれて、計１２か所でのペンションの分宿を経験した。ペ

ンションでは、独自の夕食が振る舞われ、ふれあいタイムではペンションのオーナーの方と

ゲームをしたり話をする中で、分散学習やディズニーランドでなかなか話せなかった級友と

も絆を深めることができたようである。
きずな

【浅草見学の様子】

【水上バスでの様子】
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※【生徒作文】 ペンションでの生活

〈３日目〉

① 伊豆分散体験学習

伊豆では、その土地で行うことのできる体験学習を行った。全部で９つある体験内容の中

から、自分の希望する体験を選んだ。普段の生活では、なかなか体験できないことばかりで

あったので、楽しみにしていた生徒も多かった。あいにくの空模様であったが、雨具をあら

かじめ用意したり、体験先が雨天の場合を考えていてくれた、全ての体験内容を予定通りに

行うことができた。

※ 体験学習内容一覧

番号 体験内容 番号 体験内容

１ スノーケリングと海の生物講習体験 ６ ガラス細工の制作体験

２ 遊覧船での船釣り体験 ７ 手作りオルゴール体験

３ 硬式テニス体験 ８ 銀粘土によるリング及び、ペンダント

４ 動物飼育体験 トップ作り体験

５ シャボテン栽培体験 ９ 甘夏みかん狩り体験

【オーナーさんの出し物で楽しむ生徒】

【ペンションでのゲームの様子】

【ペンションでくつろぐ生徒】

わたしは、この修学旅行で素晴らしい思い出が

できました。それはペンションでの生活です。

わたしは修学旅行に行く前から、ペンションを

きっかけにして「クラスの女子の絆を深めよう」

と計画を立てていました。せっかく一緒のクラス

になったのに、あまり話したことのない人ともい

っぱいいたからです。

当日は、オーナーさんのゲームを積極的に楽し

んで、盛り上がった結果、みんなの本音やこれか

らの意気込みを聞けました。みんなの笑顔がいっ

ぱい見られて、サイコーの修学旅行になったと思

います。
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※【生徒作文】 動物飼育の思い出

※【生徒作文】 甘夏みかん狩りの思い出

② バスレク

伊豆を発ってから名古屋まで、バスでの移動となった。所要

時間は５時間ほどということもあり、車内を盛り上げるバスレ

クは不可欠であった。

ただ、バスに乗車している間はシートベルトを着用しなけれ

ばならないために、全員が進行方向を向いているという、たい

へん難しい状況であったにもかかわらず、どのクラスのバスレ

クも大変盛り上がった。これは、生徒主演の自作ビデオを上映

したり、ボードで問題を最前列の司会者が示せるようなクイズ

をしたりと、バスレク実行委員が事前の準備を怠らず、どうし

たら全員が楽しめるのか考えて作り上げた成果である。

(2) 事後の活動（発表会にむけて）

修学旅行１日目の東京分散学習で学んだ成果を発表する場を事後の活動とした。発表会に向

けて、まず発表原稿を作った。また、その際の資料として、分散学習中に撮った写真を印刷し

【動物飼育の様子】

３日目の伊豆体験学習では、動物飼育を体験しました。は

じめは手乗りリスザルのエサやりをしました。エサを自分の

指につけて近づけると、小さい手でつかんでなめてくれて、

すごくかわいかったです。その後はリスザルの群れが移動す

るところを見ました。

次はレアとマーラーです。レアは凶暴なので見ているだけ

、 。ですが マーラーはカピパラを小さくした感じの動物でした

一部のマーラーは手渡しでエサをやれました。はじめは警戒

して食べてくれませんでしたが、最後には食べてくれてうれ

しかったです。

、 。普段はできないことを体験できて とても楽しかったです

【甘夏みかん狩り】

わたしは、伊豆体験学習で甘夏狩りに行きました。

山を登るのは、結構険しくて、少し雨も降っていたの

で、疲れて大変でした。

でも到着すると周辺には甘夏がいっぱいぶら下がっ

た木がたくさんあって、景色もきれいでした。食べて

みると、予想以上に甘かったです。皮も食べてみると

少し酸っぱかったけどおいしかったです。

苦労した後の果物の味は最高でした。また食べてみ

たいと思います。

【バスレクの様子】
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て、聴衆に示すことにした。資料とスピーチで、どのような発表にしたら自分たちが学んで

きたことをわかりやすく伝えられるか、各班で話し合った。

また発表会は、各クラスの教室で行うため、他のクラスの生徒は発表を見ることができな

い。他のクラスの人にも東京分散で得た成果を発表するため、新聞形式で各班１枚レポート

を書いた。それを印刷して冊子形式にすることで、各クラスに配布し、だれでも閲覧できる

ようにした。

① 発表会準備の様子

各班で、役割分担をしていたためか、十分に議論して発表への準備をしていた。また、

事前にどんな点を中心に発表するのか考えていたため、発表原稿やレポートの作成に困る

班は少なかった。

また、自分の役割を果たすとともに、他の係の人にアドバイスをしたり、してもらった

りしながら、よりよい発表資料ができるように、各班で協力していた。

② 発表会当日

事前に話し合って、しっかりした発表原稿や資料を作

ったことによって、多くの生徒が自信をもって発表して

いた。

また、発表を聞く際に 「聞き取りシート」への記入、

を求めた 「わかりやすさ」や「聞きとりやすさ」とい。

った項目ごとに評価する必要があるため、真剣に話を聞

くための一助になっていた。発表する側も、評価されているという意識をもつとともに、

自分の体験してきたことをみんなに紹介したいという意識が強く、有意義な会となった。

７ 事後の生徒の変容

修学旅行を通じて自分たちの力で準備し、協力しあうことを学んだため、生徒同士の絆が深

まった様子だった。たとえば、修学旅行後に行われた球技大会では、男女そろって声を出して

、 、 、応援したり クラスの応援歌を作って雰囲気を盛り上げたりするなど 行事を楽しむとともに

仲間たちを大事にする気持ちがうかがえた。

また、東京分散学習で自分の役割を果たすことで、周りの人を助けることができるというこ

とを自覚することができた。この経験は、下級生に良い手本を示すといった形で表れてきた。

たとえば、部活動では最上級生として練習に熱を入れるとともに、下級生にアドバイスをした

り注意を促したりすることで、学校全体が活性化してきている。たとえば、ソフトボール部で

は、市民スポーツ祭準優勝、水泳部は全国大会出場と、多くの部活で高い成績を収めることが

できた。

これまでの取り組みを生かして、２学期からは「生きる」をテーマに、総合学習で自分の生

き方について学んでいる。

【発表会当日の様子】
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Ⅲ 終わりに

修学旅行から帰ってから、日記などで「今まであまり話したことのなかった人とも、たくさ

ん話をすることができた 」とか「修学旅行は一生の思い出になった。もう一度このメンバー。

で旅行に行きたい 」という言葉を、色々な場面で見ることができた。このことから 「学年、。 、

学級の仲間との和を深め、中学校生活の思い出づくりをする 」という修学旅行の目標は、十。

分に達成できたと考えられる。生徒が立てた 「笑（ｓｈｏｗ） Ｔｉｍｅ」というスローガ、

ンどおりに、笑顔の絶えない、生徒一人一人にもスポットを当てることができた、素晴らしい

活動になった。

東京分散では、各班で一人一人が自分の役割をこなしながら、学習テーマに沿った候補地を

見学し、その成果を発表するという活動から、自分で調べて新たな発見をする楽しさを実感し

たようである。また、生徒にとっては、見知らぬ土地を自分たちで調べた行動計画に沿って見

学することで、事前の準備の大切さを知るとともに、突発的なアクシデントの際にも、仲間と

、 。 、 、協力して解決したことで 社会生活に向けての自信を深めたようである 何より 一緒に調べ

行動し、事後の活動をする中で、級友との絆がいっそう深まったことが、今回の活動の成果で

あるといえるだろう。また、事後の活動において自分たちが学んできたことを発表できる機会

を設けたことは、当日の活動でも「他の班にはない発見をしよう」という意識を高めることが

できた。それは、探求心を育てることにつながり、ただ現地を訪れるだけにとどまらない分散

学習になった。発表活動当日も、自分たちが学んできたことを他の生徒に伝えられる喜びを感

じていたようで、実に生き生きとした発表となった。

また、各実行委員の活動を通じて、自分たちの手で一つの行事を作り上げたことに大きな喜

びを感じている生徒も多かった。また、実行委員のおかげで楽しい３日間を送ることができた

ことに対する感謝の気持ちも抱いたようであり、そんな感謝の気持ちを作文などで確認した実

行委員は、さらに大きな喜びを感じることができた。

仲間と協力し、主体的に活動できる修学旅行を模索してきた。これは、一つの行事だけでな

しえたものとは思わない。１年の時から「生きる」という共通テーマで総合学習を行い、環境

学習や職場体験学習を通じて、社会で生きる力を養い、自分の周りに目を向ける活動を行うこ

とによって、その下地はできていたのであろう。それは、この３年間同じ教員スタッフで、共

通の思いを抱いて指導してきたからこそである。折に触れて教員同士で話し合いを深めること

で、共通理解を得ることができ、指導方針がぶれることなくここまでやって来られたたまもの

であると考えられる。

これまでの活動を、学校という過ごし慣れた場所を離れて、生徒自身の手で成功に導くこと

ができたのは、生徒たちの大きな自信となった。その自信を自らの進路に向けて育てていける

よう、今後の総合学習や各行事での活動を増やしていきたいと思う。

今後の活動でも、修学旅行をの経験を生かし、仲間と協力して主体的に行動できるような生

徒の育成を目指したい。
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